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秋田県文化功労者表彰　に当たって
秋田県地方自治功労者表彰

秋田県知事　佐　　竹　　敬　　久

　菊花薫る良き日に、文化功労者及び地方自治功労者表彰式典を行うことができます

ことは、大きな喜びであります。

　県では、昭和31年に文化功労者表彰を創設し、本県文化の向上発展に多大な貢献を

された方々を顕彰するとともに、昭和40年には地方自治功労者表彰を創設し、地方自

治の進展と郷土の発展に御尽力されている方々を表彰してまいりました。

　本年、文化功労章を受章される７名の方々及び地方自治功労者表彰を受けられる15

名の方々の、これまでのたゆみない御精進と県勢の発展への多大な御貢献に対し、県

民の皆様と共に深く感謝し、心から敬意を表します。

　さて、今夏、県内各地は昨年に引き続き大雨に見舞われ、人的・住家被害が発生した

ほか、農林水産関係の被害額が過去最大になるなど深刻な影響を受けました。県とし

ましても被災された方々への支援や被害施設の復旧に全力で取り組んでいるところで

ありますが、こうした苦難を乗り越え、元気なふるさと秋田づくりを進めていくため

には、地域のニーズを反映した安全・安心な県土づくりの推進に加え、県民生活に希望

や潤いをもたらす多彩な活動を継続していくことも重要であり、表彰を受けられた皆

様の長年のご功績は、多くの県民の方々の励みになるものと考えております。

本日の表彰が、県民の前に進もうとする意欲を喚起し、本県の更なる発展につながる

ことを期待しております。表彰を受けられます方々には、今後とも御自愛の上、本県の

発展のため、一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　また、文化功労者の選考に当たりましては、県内各市町村、文化団体などから候補者

の御推薦を頂き、各界を代表する有識者で構成する選考委員会に諮問し、御答申を頂

きました。ここに、委員各位に対しまして、深く感謝の意を表します。
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お　祝　い　の　こ　と　ば

秋田県議会議長　北　　林　　丈　　正

　秋田県文化功労章を受章される皆様、並びに秋田県地方自治功労者表彰を受けられ

る皆様、誠におめでとうございます。県議会を代表いたしまして、心からお祝いを申し

上げます。

　文化功労者の皆様におかれましては、それぞれの分野において優れた御功績を挙げ

られ、本県における文化の向上と発展に多大なる貢献をされました。また、地方自治功

労者の皆様におかれましては、長きにわたり地方自治の進展と住民福祉の向上に大き

く寄与されました。

このたびの表彰は、皆様が長年にわたり持ち続けた高い志と、たゆまぬ努力の賜物で

あり、御本人はもとより御家族や関係者の方々のこれまでの御労苦、御尽力に対しま

して、深甚なる敬意と感謝の意を表します。

　皆様がこれまで歩んでこられた足跡と、その燦然たる御功績は、県民に勇気と希望

をもたらしてくれるメッセージであるとともに、ふるさと秋田の大切な財産でありま

す。

世界各地で勃発する紛争や、地球温暖化の影響などにより頻発する豪雨や熱波などの

自然災害、変異を繰り返しながら依然として日常生活に影響を与え続ける新型コロナ

ウイルス感染症など、世の中の情勢が目まぐるしく変化する中にあって、私たちには

人々が平和で幸せに暮らせる環境と活力に溢れた秋田の文化を次世代に引き継ぐ責務

があります。

　皆様におかれましては、どうか御自愛の上、本県文化の発展や住民福祉の向上のた

め、今後ともお力添えを賜りますようお願い申し上げ、お祝いのことばといたします。
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和６年　秋田県文化功労者表彰式　次第
　　　　　秋田県地方自治功労者表彰式

日　時　 和６年10月31日（木）

　　　　午後２時30分

場　所　秋田県庁 「正庁」

１　　開　　式

２　　国歌 「君が代」 斉唱

３　　知事式辞

４　　文化功労者選考経過報告及び受章者紹介

５　　文化功労章及び表彰状の授与

６　　地方自治功労者表彰状の授与

７　　県議会議長祝辞

８　　来賓紹介及び祝電披露

９　　文化功労者挨拶

10　　地方自治功労者挨拶

11　　「秋田県民歌」 斉唱

12　　閉　　式
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文 化 功 労 章

秋田県文化功労者賛歌

作　詞　相　場　信太郎

作　曲　小野崎　晋　三

としつき

はえある日　　きょう　　われらいま

　　　　　　　　郷土秋田に光かかげし　　人らを祝う

いく年月ぞ　　ひたすらに文化を求め

　　　　　　　　つよき心とカが生みし 　　大いなる道

ああたぐいなきいさおし　　賛えてわれら

　　　　　　　　あすの秋田をきずきゆかん

　本章は、文芸、技芸、美術・工芸、学芸、教育、民生・社会福祉、農林業・
漁業、産業及び保健衛生等の各分野における、本県文化の向上発展に卓越した
功績のある個人又は団体の事績を称えるものです。

六
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和６年 （第69回） 秋田県文化功労者

（年齢順、敬称略）

村　田　敏　子

吉　田　萬里子

千　葉　美　子

池　田　吉　男

澁　谷　重　弘

荻　原　都美子

三　浦　廣　巳

技 芸

教 育
民生・社会福祉

技 芸

学 芸

美 術 ・ 工 芸

文 芸

産 業

（箏曲の指導・邦楽の発展）

（社会教育の発展・指導）

（民 謡 の 指 導・発 展）

（文化財保護の推進・向上）

（洋画の指導・美術の普及）

（俳 句 の 普 及・指 導）

（地 域 経 済 の 振 興）
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村　田　敏　子　
むら た とし こ

箏曲の指導・邦楽の発展

（89歳）

住　所　　秋田市

　筝曲宮城会会員として全国主要都市で開催される全国大会に多く出演。平成12

年度から22年度まで、中学校･高等学校･特別支援学校の音楽科教師を対象とした

研修で箏の講師を11年間務めるなどした。

　国民文化祭への出演は10回を超え、出演メンバーの中心として活躍。秋田県の邦

楽界の地位向上と芸術文化活動の発展に大いに貢献してきたほか、後進の指導に

尽力し、国内外で活躍する門下生を多数輩出している。
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吉　田　萬 里 子
よし だ ま こり

社会教育の発展・指導

（86歳）

住　所　　男鹿市

　秋田県警察婦人補導員としての経験を生かし、脇本婦人会に入会。脇本婦人会会

長、男鹿市連合婦人会会長等を歴任し、地域の女性の地位向上、公民館活動を中心

とした地域づくりに尽力。また、秋田県地域婦人団体連絡協議会副会長として会長

を補佐しながら、全県の各地域婦人会同士の連絡協調、指導者の育成、秋田県地域

婦人会大会・消費者問題研修会等の各種研修・セミナーの統括、北海道・東北ブロッ

クや全国規模の研修大会等への参画に率先して取り組み、令和６年には同協議会

会長に就任した。
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千　葉　美　子　
ち ば よし こ

民謡の指導・発展

（84歳）

住　所　　秋田市

　永年にわたり、県内民謡全国大会と各種民謡大会の審査員や、県民謡協会が主催

する研修会の講師を務める。また、秋田民舞団五星会の構成員として継続的に活動

し、民謡王国秋田の礎を築くとともに秋田民謡の伝統の継承に尽力。秋田県文化の

向上発展に貢献してきた。

　秋田大学非常勤講師や赤十字芸能奉仕団を務めるなど社会貢献活動も行ってい

る。

い とう よし こ

（本名　伊藤　美子）
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池　田　吉　男　
いけ だ よし お

文化財保護の推進・向上

（82歳）

住　所　　秋田市

　銃砲刀剣類の専門家として、永年にわたり県銃砲刀剣類登録審査委員を務める。

極めて高度な専門性と見識が必要で真贋を見極める力と高い倫理観が求められる

審査において、池田氏の精確な審査に対する信頼は厚く、登録審査会では他の登録

審査委員に対しても指導的役割を果たしている。また、警察からの捜査に係る鑑定

依頼にも随時対応している。

　平成27年に秋田市文化財保護審議会委員に就任。刀剣類や甲冑の文化財指定に

向けた審議や保存活用のための指導にも尽力。また、秋田市立佐竹史料館での展示

の監修にも携わり、令和２年からは佐竹史料館改築検討委員会委員を務めている。
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澁　谷　重　弘　
しぶ や ひろしげ

洋画の指導・美術の普及

（78歳）

住　所　　秋田市

　永年にわたり秋田市立千秋美術館協議委員を務め、様々な展覧会の審査委員に

携わる傍ら、大学に於いてはその豊富な知識と経験を学生達の指導に生かし、数多

くの優秀な人材を育成した。

　近年まで秋田県芸術選奨選考委員を務め、現在もなお秋田県美術展覧会専門委

員を務めている。

　平成30年秋田県立美術館館長に就任。美術館の管理運営に尽力するとともに、芸

術性の高いものから多種多様なジャンルの企画を立て、広く県民が楽しめる様に

配慮工夫を凝らすなど、児童から教育関係者に至るまで、その影響力は大きいもの

がある。
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荻　原　都 美 子
おぎ わら と み こ

俳句の普及・指導

（74歳）

住　所　　秋田市

　昭和43年、俳句入門。以後、永年にわたって県内各地の俳句大会の講師や秋田魁

新報社の俳壇選者を務める。

　月刊俳誌「石蕗」を発行する傍ら、市民憲章推進協議会主催の児童生徒作品の俳

句の選考にも携わってきた。

　角川俳句叢書「日本の俳人100」の1人に選ばれ、令和６年１月には句集「至恩」を

刊行した。

おぎわら とみ こ

（本名　荻原　富子）
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三　浦　廣　巳　
み うら ひろ き

地域経済の振興

（73歳）

住　所　　秋田市

　平成２年、秋田日産自動車株式会社代表取締役社長に就任。秋田県自動車販売店

協会会長としても業界の陣頭指揮をとり、自動車業界の発展と振興に努めた。

　平成25年、秋田商工会議所会頭に就任。以後9年間、地域総合経済団体の長とし

て、地域課題を深く認識し、将来を見据えた対策に着手するなど、商工会議所の社

会的信用と地位向上に取り組む。

　平成26年には秋田県総合政策審議会会長に就任。県政の指針となる、「～大変革

の時代～新秋田元気創造プラン」の策定に力を発揮するなど、県政発展に大きく寄

与した。

　その他、ワールドゲームズの招致・運営に尽力したほか、平成18年４月から秋田

県ラグビーフットボール協会会長に就任し、秋田県のラグビー競技発展にも尽力

している。
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和６年秋田県文化功労者選考委員会　委員名簿

（五十音順、敬称略）

　　　良　之

大　塚　和歌子

北　郷　　　悟

小　泉　ひろみ

小　松　忠　彦

寺　田　美恵子

松　川　敦　志

委員長

副委員長

委員

秋田県商工会議所連合会会長

秋 田 県 教 育 委 員 会 委 員

秋 田 公 立 美 術 大 学 学 長

一般社団法人秋田県医師会会長

秋田県農業協同組合中央会会長

一般社団法人秋田県芸術文化協会会長

株式会社秋田魁新報社 執行役員統合編集本部長
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